
 
  
 
 
 
 

※ 発生件数の高齢者とは、65 歳以上の方が

第一当事者となった事故件数です。 

 
 

  

   
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発生件数 死者数 負傷者数 

令和７年 868 件 10 人 973 人 

（高齢者） 239 件 ８人 157 人 

令和６年 895 件 ７人 1,021 人 

（高齢者） 240 件 ５人 200 人 

富山県内の交通事故発生状況 

（令和７年６月末現在） 

                 運転を続ける高齢者が、加齢に伴う身体

機能の低下を正しく自覚し、交通事故等の危険を避けるために、運転する時間・

場所等を選び運転することです。 

 

● 通勤・通学時間帯を避けましょ
う！車や歩行者など人の流れが多
く、状況判断の連続です‼ 

● 夕暮れや夜間の時間 
帯も避けましょう！ 
昼間に比べると視界 
が悪くなります。 

● 雨など天候が悪いときの運転は
晴天時に比べると視界が悪くなり
ます。さらにゲリラ豪雨などの際
は、ワイパーが追い付かないことも 

 予想され、 
 非常に危険 
 です‼ 

● 運転時間が長くなれば、疲労や集
中力の低下で事故のリスクが高ま
ります。適度に休憩をとりましょ
う。 

● 寝不足、暑さによる 
体調不良時は運転を控 
えましょう。 

● 初めて通る道や狭い道など不慣
れな道路は避けましょう！注意が
散漫になることがあります。 


